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前項動詞の頻度が 1の語数は 372語あり，全体の 47%（372/789）を占める。表 2では，後項動







































よみ 前項・後項 例（よみ） 例（表記）
あおぎ 前項 あおぎみる 仰ぎ見る
あおぐ 後項 ふりあおぐ 振り仰ぐ
あがり 前項 あがりこむ 上がり込む
あがる 後項 おびえあがる おびえ上がる
あきれ 前項 あきれいる あきれ入る
あきれる 後項 おどろきあきれる 驚きあきれる
あけ 前項 あけはらう 開け払う
あける 後項 おしあける 押し開ける
あたり 前項 あたりちらす 当たり散らす
あたる 後項 いきあたる 行き当たる
あて 前項 あてつける 当て付ける
あてる 後項 ひきあてる 引き当てる
あふれ 前項 あふれおちる あふれ落ちる
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 V2=-shimeru=(intensifi cation)
 CV=“activity-manner”=grip tightly
② Hold something with one or both hands as one’s own posession with no intention of letting it go; ….

































































































































よく動詞をとらえることができる。たとえば「[海外へ ] 行く。」「[母親へ ] 荷物を送る。」の場合，
「行く」にも「送る」にも [方向 ] のヘ格をとるという意味役割が付与されていれば，助詞「へ」
の前にたつ名詞が何であっても方向の解釈をとることができる。
　意味役割付与の試みは，アメリカでは Fillmoreの格理論を応用した Baker, Fillmore and Cronin
（2003）の FrameNetや，日本では，小原（2011）や黒田ほか（2008）などが FrameNetに基づい
















































   a．範疇による定義（Williams 1981）
        語構造の主要部とは，その語全体の範疇を決定する要素である。
   b．包摂関係による意味的な定義（Haspelmath 2002）
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        語構造の主要部とは，その語全体の上位概念（hypernym）を表す要素である。
   c．範疇と意味を混合させた定義（Arnoff  and Fundeman 2005など）
        語構造の主要部とは，全体の範疇と意味を決定する要素である。
　しかし，実際に複合動詞を観察してみると，範疇による主要部と意味による主要部は必ずしも
一致しないことがわかる。たとえば「思い当たる」を例に考えると，「N1は N2に思い当たる」
（例：[元木は ] [あることに ] 思い当たり，部屋を飛び出した。）という文型パターンをとるが，
ニ格をとるのは「思う」ではなく「当たる」の方の統語的特徴である。「[あることを ] 思う」は

























a）V1と V2が同時進行（V1 and V2）（請い願う，恋い慕う）
b）付帯状況（V2 while V1）（飲み明かす，攻め上る）
・時間的にずれる（関係ない）場合
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c）手段・様態・程度などの意味関係（V2 by V1など）（流れ落ちる）
d）前要素の意味が希薄化している場合（ついばむ）
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































VV表記 VVよみ 前項表記 前項よみ 前項度数 後項表記 後項よみ 後項度数
慌てふためく あわてふためく 慌て あわて 1 ふためく ふためく 1
忌み嫌う いみきらう 忌み いみ 1 嫌う きらう 1
返り咲く かえりざく 返り かえり 1 咲く ざく 2
ささくれ立つ ささくれだつ ささくれ ささくれ 1 立つ だつ 2
去りゆく さりゆく 去り さり 1 ゆく ゆく 2
光り輝く ひかりかがやく 光り ひかり 1 輝く かがやく 2
もがき苦しむ もがきくるしむ もがき もがき 1 苦しむ くるしむ 2
養い育てる やしないそだてる 養い やしない 1 育てる そだてる 2
仰ぎ見る あおぎみる 仰ぎ あおぎ 1 見る みる 3
怒り狂う いかりくるう 怒り いかり 1 狂う くるう 3
飼いならす かいならす 飼い かい 1 ならす ならす 3
伝え聞く つたえきく 伝え つたえ 1 聞く きく 3
出っ張る でっぱる 出っ でっ 1 張る ぱる 3
うかがい知る うかがいしる うかがい うかがい 1 知る しる 4
変わり果てる かわりはてる 変わり かわり 1 果てる はてる 4
計り知る はかりしる 計り はかり 1 知る しる 4
売れ残る うれのこる 売れ うれ 1 残る のこる 5
行い澄ます おこないすます 行い おこない 1 澄ます すます 5
すれ違う すれちがう すれ すれ 1 違う ちがう 5
開き直る ひらきなおる 開き ひらき 1 直る なおる 5
乱れ飛ぶ みだれとぶ 乱れ みだれ 1 飛ぶ とぶ 5
もらい受ける もらいうける もらい もらい 1 受ける うける 5
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付録
付録 2　後項動詞の頻度 10以上の語彙リスト
前項 度数 前項 度数
込む 279 あわせる 24
出す 150 まとめる 24
あげる 136 回す 24
上げる 136 合わせる 24
揚げる 136 抜く 24
付ける 103 切る 21
あがる 80 返す 20
おろす 80 去る 17
上がる 80 散らす 16
入れる 78 飛ばす 16
出る 56 込める 15
付く 53 倒す 15
入る 50 返る 15
おとす 49 払う 14
落とす 49 寄る 13
たつ 49 歩く 13
立つ 49 替える 12
たてる 48 起こす 12
立てる 48 起す 12
合う 46 下げる 11
かける 44 詰める 11
掛ける 44 殺す 11
取る 40 さがる 10
かかる 38 下がる 10
掛かる 38 止める 10
下ろす 30 直す 10
降ろす 30 渡す 10
回る 28 渡る 10
落ちる 28 戻す 10
付録 1　前項動詞の頻度 10以上の語彙リスト
前項 度数 前項 度数
取り 71 駆け 15
引き 55 持ち 14
打ち 51 呼び 13
押し 43 降り 13
見 43 乗り 13
突き 35 食い 13
思い 30 読み 13
切り 30 泣き 12
立ち 29 攻め 12
差し 26 売り 12
振り 22 行き 11
吹き 22 走り 11
言い 21 塗り 11
書き 21 投げ 11
掻き 21 引っ 10
踏み 21 巻き 10
飛び 19 組み 10
聞き 18 待ち 10
追い 16 流れ 10
買い 16 連れ 10
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Toward the Construction of a Database of V + V Compound Verbs
KANZAKI Kyoko
Postdoctoral Research Fellow, Department of Linguistic Th eory and Structure,
National Institute for Japanese Language and Linguistics
Abstract
Compound verbs of the form “Verb+Verb” are known as a productive word formation type 
in Japanese. Th ere are, however, few versatile databases of V+V compounds available. Th is 
paper investigates what kinds of linguistic information are expected in an adequate database of 
compound verbs. First, a list of compound verbs that are gathered from several dictionaries and 
other resources is explained. Th en the kinds of information included in the existing databases 
of compound verbs are discussed with a view to clarifying the essential semantic, syntactic, and 
morphological information from two viewpoints: one is the viewpoint of linguistic research on the 
word-formation and lexical semantics of V+V compounds, and the other is the viewpoint of the 
information provided by Japanese dictionaries for simplex verbs. Finally, part of the database of 
compound verbs under construction is shown by way of illustration.
Key words: Verb+Verb compound verbs, database, semantic and syntactic information
